
― 33 ― (38)

柴田夫妻コレクションにみる銘款集成４

― 18 世紀後半から近代まで ―

宮木貴史

１.はじめに

肥前磁器の裏には、「大明成化年製」や「福」などの文字や、草花文や虫などのマークのよ

うなものが染付や色絵で描かれていることがあり、銘や銘款、底裏銘などと呼ばれている。肥

前磁器では磁器創始段階から中国磁器を意識した製品作りを行っており、高台内の銘も中国磁

器の影響を受けて書き入れられている。中国磁器の銘を模倣したもの、そこから転化したもの、

肥前磁器独自に創出したものなど、多種多様な銘をみることができる。

佐賀県立九州陶磁文化館が所蔵する柴田夫妻コレクションは肥前磁器を中心とした一大コレ

クションである。全体で 4,332 件 10,311 点を数え、体系的な収集によって、江戸時代から幕

末明治にかけての肥前磁器の変遷をみることができる。4,332 件のうち 1,812 件に銘が施され

ており、筆者は江戸時代から近代までの肥前磁器銘の基礎資料とするために、このコレクショ

ンにみられる銘を集成、分類を行ってきた（宮木 2021、2022、2023）。なお、年代などの資

料の基本データは大橋康二氏が報告した、『柴田夫妻コレクション総目録（増補改訂）』（九陶

2019）を参照する。

磁器創始後、銘を施すようになってから本格的な海外輸出を迎える時代、柿右衛門様式が確

立し海外輸出の最盛期を迎える時代、画一化が進み海外向けから国内向けへとシフトしていく

時代に分けて集成と分類を進めてきた。柴田夫妻コレクションでは 17 世紀後半から 18 世紀前

半の資料が多く、その後の時代は資料の数的には減少する。そのため本稿では、18 世紀後半

から近代までの肥前磁器をまとめて扱うこととし、対象範囲 1,048 件のうち銘のある 397 件に

ついて、銘の集成と分類を行う。なお、産地や時代に疑問が残る資料については除外している。

２.銘の分類

肥前磁器の高台内に記される銘を大きく７つに分類し細分類を行う。すなわち、（A）中国の国・

年号及びその転化、（B）吉祥語、（C）合字・異体字・不明字、（D）昆虫や草花などのマーク、（E）

生産地・生産者を表したもの、（F）和暦、（G）その他、である。以下、分類ごとに年代順で紹

介するが、細分類の数字はこれまでの論考からの通し番号を付している。なお、文末の（　）

内は該当する作品の図版番号であり、図版として「柴田夫妻コレクション肥前磁器銘一覧④」

を付した。
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A：中国の国・年号及びその転化

A ３：「大明成化年製」　中国磁器銘に倣ったもので、江戸時代を通じて使用された。中国の明

王朝の年号「成化」（1465 ～ 1487 年）を表す。1630 年代から途切れることなく、一定数の使

用を保ちながら近代まで使用される。「大」と「太」の表記ゆれも近代まである。当初は単純

な誤用と思われるが、スイス・アリアナ美術館の所蔵品には「大明嘉靖年製」に赤字で点を加

えたものがあり、意図して変えた可能性が指摘されている（大橋 2022）。337 は５点揃いの皿

だが、「大」と「太」どちらも有り、表の文様含め書き方に差がみられる。（004、010 他）

A ４：「明」　中国明王朝の国号を表したものだが、「大明成化年製」などから一文字抜き出し

て使用したものと考えられる。今回の対象範囲内では 197 の１例のみであり、柴田夫妻コレク

ション内でも他に 1640 年代の事例が１例のみ確認される。事例数としては少ないものの 100

年以上後になって再び使用された銘と言える。

A ６：「大明嘉靖年製」　中国明王朝の「嘉靖」（1522 ～ 1566 年）を表すものだが、223 の１例のみ。

1650 年代に出現し、18 世紀前半にかけて数を増やすものの 18 世紀半ばに断絶する。

A ８：「大明成化年造」　「大明成化年製」の「製」が「造」となったものだが、中国磁器に事

例があるためそれを模倣した銘である。柴田夫妻コレクション内では他に 1650 ～ 1660 年代の

事例が 1例あるため、A４や A６のように空白期間を置いて再使用された銘と言える。（330）

A10：「宣徳年製」　中国明王朝の「宣徳」（1426 ～ 1435 年）を表し、肥前磁器では 17 世紀後

半を代表する長吉谷窯跡、柿右衛門窯跡などにみられた銘だが、18 世紀前半では姿を消して

いた。A10 は角枠を伴わないが、二重の角枠を伴うものを A33 として後述する。（099、232）

A17：「大明年製」　中国明王朝を表す年号銘。18 世紀前半では特に手塩皿に多かった。18 世紀

後半以降では小皿など小品に多いものの、手塩皿への使用例は１例に留まる。（029A、030 他）

A24：「大明萬暦年製」　中国明王朝の「萬暦」（1573 ～ 1619 年）を表す。18 世紀前半の元禄様

式を代表するような銘であったが、18 世紀後半以降では３例のみ。（101A、105 他）

A30：「成化年製」　中国明王朝の「成化」を表すものだが、肥前磁器では 18 世紀になって出て

くる銘である。18 世紀後半以降はさらに使用例が増える。（007、014 他）

A31：「大清雍正年製」　中国清王朝の「雍正」（1723 ～ 1735）を表す。中国磁器に倣った銘である。

当館の所蔵品でも、他に柴澤コレクションに１例（収蔵番号 14411）あるのみで、派生した銘

も多い「乾隆」銘に比べるとかなり少ない。（081）

A32：「隆」　中国清王朝の「乾隆」（1736 ～ 1795）を表す「大清乾隆年製」の篆書体銘から「隆」

のみ抜き出したもの。角枠があるものとないものがみられる。（153、157 他）

A33：「宣徳年製（二重角枠）」　二重角枠を伴う銘であり、1800 年代前後に特徴的なものである。

年号銘を二重角枠内に入れた形態は明代から清代の中国磁器にあるが、肥前磁器では少ない。
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長吉谷窯跡の例に「示 +大明」のものがあるが、特殊な事例であろう。（168、194 他）

A34：「大清乾隆年製」　中国清王朝の「乾隆」を表す篆書体で書かれた６文字の年号銘で、中

国磁器に倣って使用している。（203、219 他）

A35：「清」　「清」の篆書体銘。おそらく同時期にみられる「大清乾隆年製」の篆書体銘から抜

き出したものとみられる。（216、248 他）

A36：「嘉製年製」　おそらく「嘉靖年製」から「靖」が「製」になったもの。嘉靖年製銘は、A

６同様に 18 世紀前半まで使用された。それが 18 世紀末に再使用された際に、変化したものか。

（226）

A37：「乾隆年製」　中国清王朝の「乾隆」を表す篆書体の４文字銘である。（247、316 他）

A38：「乾」　「大清乾隆年製」の篆書体銘から「乾」のみ抜き出したもの。「乾隆」の派生銘の

中で特に多く、器種問わず使用される。大皿も多いが、対して小品には少ない。（255、272 他）

A39：「大清年製」　中国清王朝を表した篆書体銘で、清朝磁器に本歌がある。（256）

A40：「大明年造」　中国明王朝を表す銘だが、一般的な「大明年製」の「製」が「造」になったもの。

中国では明王朝時代の民窯製品で使用され、日本でも「大明年造」銘の中国磁器は全国的に出

土例がある。ただし、肥前磁器には少ない。（281）

A41：「永楽年製」　中国明王朝の「永楽」（1403 ～ 1424）を表す年号銘。中国磁器では、永楽

年間に２行６文字の年号銘はなく、「大明〇〇年製」の形態は宣徳年間から始まる。（309）

A42：「大清乾隆」　中国清王朝の「乾隆」を表す篆書体で書かれた４文字の年号銘だが、６文

字銘から「年製」を省略している。（344、367）

B：吉祥語

B１：「福」　福字銘は肥前磁器銘の中でも A３「大明成化年製」系の銘とともに早くから現れ、

江戸時代を通じて使用される。ただし A ３とは違い、示偏に「畐」を旁とした B １は 17 世紀

末以降数を減らし、B ６「福（渦福）」などの別形態の福字銘が流行してきた。18 世紀後半は

後述する B18 や B24 の出現もあってか特に少なかったものの、19 世紀以降に再び使用される。

（289、349 他）

B ２：「福（草書）」　「福」の草書体銘。1 例のみで二重角枠を伴うが、渦福の崩れとは形態が

異なるため B２とした。（317）

B ４：「壽」　吉祥の文字として銘に描く。（094）

B ６：「福（渦福）」　二重角枠に入り、「田」の部分を渦状に描くいわゆる「渦福」銘である。

1670 年代以降から 18 世紀前半にかけて「福」字銘の主流となっていた。延宝様式の時代に確

立した渦三重のものを典型とし、18 世紀に流行しながら崩れていく。18 世紀末になると使用
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されなくなり、19 世紀前半にはみられない。明治以降に再び典型的な形の銘が使用されるよ

うになる。（002、005 他）

B ８：「冨貴長春」　中国磁器にもある吉祥の文句。18 世紀前半では B ６に次いで多かったが、

18 世紀後半では B類の中で最も多くなる。（001、006 他）

B ９：「奇玉宝鼎之珍」　器を賛辞する吉祥の文句。貴重な玉、宝のような鼎のように珍しい良

い物であるという意味か。元禄様式の時代に特徴的な銘で 18 世紀中頃まで引き続き使用され

たが、後半には数を減らし 19 世紀前後に再び使用される。（003、042 他）

B15：「長命冨貴」　中国磁器に多い吉祥の文句。長寿や富を祈念する意味か。188A の一例のみ

だが、A６や A22 のように 18 世紀末に再使用された事例か。

B18：「福 ( 示 + 米 )」　「畐」が省略されて「米」の篆書体のようになった銘である。中国では

明朝磁器にこの形態の福がみられるため、これに倣ったものと考えられる。（038、072 他）

B19：「福 ( 山に渦 )」　山の下に渦を表現したもので、B ６からの派生銘と考えられる。18 世

紀後半に使用されるが、B６同様に 18 世紀末には使用されなくなる。（048B、066A 他）

B20：「富」　「富」を篆書体にした銘。「冨貴長春」などに同様の書体の銘がある。（086）

B21：「大明冨貴長春」　「冨貴長春」の頭に「大明」が付いた珍しい銘。（101B）

B22：「羊友珍玩」　器を賛美する銘の一種だが、おそらく中国磁器にある「益友珍玩」からの

転化銘と考えられる。（132）

B23：「竹友珍玩」　B22 と同様、直接の本歌はなく「益友珍玩」からの転化銘か。（133）

B24：「福 (示 +× )」　示偏の上に「 ［」が付き、旁の上部に「×」を配して下部の「田」も「×」

になった特徴的な福字銘。A33 とほぼ同時期に使用される。（150、158 他）

B25：「永楽宝製」　「永楽」は中国明王朝の年号にあり「永楽年製」からの転化も考えられるが、

明確に「宝」の文字が書き表されているため B類とした。（234）

B26：「長生未央（瓦当文様）」　二重の円内に十字を書き、区画された四方に吉祥句が配された

銘で、中国漢時代の瓦当文様が表されたものである。（260）

B27：「元」　おそらく「玩」の「元」の部分が抜き出されたもの。（284）

B28：「玩」　「〇〇珍玩」や「玩玉」などの銘から「玩」だけを抜いたもの。（285、286 他）

C：合字・異体字・不明字

C １：「示 + 朱」　「朱」と「示」の篆書体を組み合わせと考えられ、偏と旁が逆のものもある。

1680 年代までで一度で消えたものが、19 世紀になって再使用された。（295、327）

C60：「不明字 46」　枠内を中央で縦に区切り、左には縦線を２本、右には人のような線を入れ、

そこに横線が 10 本弱入るが、上から５本程度は真ん中で途切れている。この格子目状の印章
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形銘は似たものが中国磁器にもあり、冨永樹之氏はこれを「富貴佳器」銘が形骸化したものと

推定している（冨永 1998）。（027、045 他）

C62：「不明字 48」　角枠内に直線が２本ないし３本、縦横に組み合わされて網代文のようになっ

ている。おそらく「福」が崩れたものだろう。（018）

C63：「不明字 49」　二重角枠に木の篆書体のような字と原形不明の字を合わせたもの。（044）

C64：「不明字 50」　二重角枠を中央で縦に区切り、左に「春一」と読める文字を配し、右は縦

２本、横５本程度の直線が交差している。C60 と似ているが関係は不明。ただし、C60 が 18 世

紀半ばで姿を消すのに対し、C64 は 18 世紀後半に多い。（046、053 他）

C65：「不明字 51」　「土」や「山」の下に几（かぜかんむり）の文字が入り、「嵐」のようにも

みえるが、おそらく「壽」字の一種であろう。（060、116 他）

C66：「不明字 52」　原形不明。何かしらの文字の組み合わせから変化したものか（071）

C67：「青ヵ」　角枠に横線３本、縦線１本を入れ、横線の下部が「巾」のようになっている銘。

18 世紀後半から 19 世紀にかけてみられる。（109、146 他）

C68：「不明字 53」　二重角枠を中央で区切り左に「朱」の篆書体のような字を入れ、右は格子

目状だが、横線は続けて書かれており雑な表現となっている。（122）

C69：「不明字 54」　縦長の二重角枠内に横線や「工」、「示」などが組み合わされたもの。中国

漳州窯系のいわゆる印判手皿の文様を原形とするのではないかと考えている。（154）

C70：「不明字 55」　二重角枠内に木の篆書体のような字と尸（かばね）の文字が入ったもの。

C73 に近いため、「梶」の異体字かもしれない。（175）

C71 ： 「不明字 56」　一見すると C49（  ）のようにみえる銘である。C49 と比べると右上が「古」

ではなく「土」であったり、特徴的な U字の表現がなかったりする。（176）

C72：「不明字 57」　二重角枠内に「春」のような字と、「串」や「車」のような字が入る。C64

などの表現に近いので、一連の銘か。（189）

C73：「梶ヵ」　二重角枠内に「梶」の篆書体と思われる文字が入る。（195、259 他）

C74：「不明字 58」　くずし字のような文字で、５点揃いの内、１点にだけこの銘がある。（206）

C75：「不明字 59」　二重角枠内に波のような表現と、「春」から「日」を除いたような文字が

入る銘で、C72 同様、C64 などに連なる銘と考えられる。（221）

C76：「不明字 60」　原形不明の印象形文字。三文字で構成されており、右下は「福」のように

みえるが他はわからない。（236）

C77：「不明字 61」　二重角枠に示偏と「豆」のような文字が入る銘。おそらく「福」の省略銘

だと考えられる。（238）

C78：「山に土ヵ」　山の下に土を書いたとみられる銘。山形の部分に実は傷があり、この銘自
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体は傷隠しとして書かれたものであろう。山形の下に一文字入れる形態は、窯道具などに刻ま

れた所有者印にみられる。ただ下白川窯跡の出土例には山形に上と書いた銘がある。（249）

C79：「禄ヵ」　二重角枠に「禄」の篆書体とみられる文字が入った銘。禄は天からの恵みを表

す吉祥の文字である。（308）

C80：「吉ヵ」　二重角枠に「吉」とみられる文字が入った銘。中国磁器でも肥前磁器でも吉字

銘は多くない。（328）

C81：「不明字 62」　二重角枠内の左側に横線とその下に「木」の篆書体が、右側に「７」のよ

うな文字が入る銘。「利」や「和」の篆書体ではないかと考えられる。（339、386 他）

C82：「不明字 63」　角枠内に縦線１本、横線が４本入った銘。C60 のより簡略化されたものと

もみえるが、揃いの他の皿には C67（青ヵ）が書かれており、その粗雑化したものか。（374B）

C83：「不明字 64」　原形不明の銘。本来の篆書体から簡略化されたものだろう。（382）

C84：「不明字 65」　二重角枠に「岩」のような文字が入る。『日本古陶銘款集 九州編』（陶器

全集刊行会 1937）で有田町上幸平の岩松平吾の銘として紹介されているものに近い。柴田夫

妻コレクションの例はいずれも同意匠の皿と碗である。（391、395 他）

C85：「火 +木」　「火」を偏に、「木」の篆書体を旁に入れたもの。多くはないが 19 世紀の資料

に目立つ。偏と旁を逆にした「秋」の可能性を挙げておく。（334）

D：昆虫や草花などのマーク

D10：「虫」　羽や触覚のような部位から虫にみえる銘である。個別には触覚や足のような部分

に違いがあったり、虫の上に B19 のような山の表現があったりと細かな差がみられる。18 世

紀後半に特徴的な銘で、このマークは見込み文様としてもよく使われる。（054、076 他）

D11：「宝（必定如意）」　筆、銀錠、如意を組み合わせた宝文様の一つ。「筆」は「必」と、「錠」

は「定」と音が同じで、如意は自分の思うままになることを意味しており、これらを合わせた

「必定如意」とは、必ず思い通りにいくという意味の吉祥文様となる。（171、179）

D12：「盤長」　仏教に基づく吉祥文様。結び目のない様で、仏説が循環して続いていくことを

表している。（354、355）

D13：「半菊葉文」　半菊を中心に茎や葉の表現があり、花卉の側面を描いたようである。（393）

D14：「宝ヵ」　何を書いたものか判然としない。３本の爪のようなものを上にするか下にする

かでも違ってみえる。上にすれば宝珠のように、下にすれば鼎のようだが定かではない。（394）

E：生産地・生産者

E １：「筒江」　佐賀県武雄市山内町にある窯場の筒江の名前を縦に書いた銘。現代では、陶磁
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器の裏面にいわゆる窯印を記すことで窯元やメーカーを示すことは一般的だが、18 世紀の時

点で窯場名を銘としたものは少ない。（035）

E ２：「今泉平兵衛」　二重角枠内に今泉平兵衛の名が書き入れられている。高台内には他に

F11「文化年製」もあるため、年代からして今泉家７代目の今泉平兵衛のことであろう。特殊

な事例で一般的なものではない。（302B）

E ３：「〇〇原樋口造」　呉須で書かれているが、無釉のために黒く発色している。上南川原の

樋口窯跡は、幕末明治期の樋口太平の窯と知られることから付いた名前だと考えられている。

頭はかすれているものの、おそらく「南川原」の「樋口」の窯の製品であることを示す銘であ

る。（347）

E ４：「亀山製」　現在の長崎県長崎市で 1807（文化４）年に開窯したとされる亀山焼の銘を有

田で写したもの。（363）

E ５：「酒井田　柿」　酒井田柿右衛門家を示す銘。不定形枠に「酒井田」、角枠に「柿」を入れる。

蓮華形の柄の背面に書き入れており、器形、銘の形態、配置、いずれも特殊な事例である。（373）

E ６：「福一造」　生産者名を示したものだが、特定はできない。（375）

E ７：「蔵春亭三保造」　有田の豪商久富家が使用した銘。「蔵春亭」は屋号で「三保」は久富

与次兵衛昌保の号である。久富与次兵衛は 1841（天保 12）年に佐賀藩から海外輸出の独占販

売権を得て、有田焼の海外輸出を再興させた。また、久富家の銘は特殊品だけではなく一般的

な製品に広く使用されたため、有田におけるブランド銘のはしりでもある。（376、377 他）

E ８：「大日本肥碟山信甫製」　久富家から独占販売権を譲与された田代紋左衛門は「肥碟山信

甫」のブランド銘を使用した。「肥碟山」とは、肥前の皿山という意味で、E６はこの銘の頭に「大

日本」を付けたもの。（384）

E ９：「菊（梶原菊三郎）」　菊の字をデザイン化した銘は、黒牟田の窯焼きであった梶原菊三

郎のものとされる。（385）

F：和暦

F ２：「延寶年製」　「延寶」とは日本の元号の一つであり 1673 ～ 1681 年に当たる。1800 年前

後に再使用された銘の一つと言える。（220、240 他）

F ７：「寛延年製」　「寛延」とは日本の元号の一つであり 1748 ～ 1751 年に当たる。（041）

F ８：「宝永年製泉利」　「宝永」とは日本の元号の一つであり 1704 ～ 1711 年に当たるが、こ

の銘のある 097 は 18 世紀後半の作品である。「泉利」については、窯場と生産者名の略称と推

定されている（鈴田 1995）。この他「宝永泉利」の十字配置銘もある（水町 1959 p133)。（097）

F ９：「天明年製」　「天明」とは日本の元号の一つであり 1781 ～ 1789 年に当たる。二重角枠
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内に２行で書かれており、和暦銘としては珍しい。同時期に多い A33「宣徳年製（二重角枠）」

の影響か。（183、184）

F10：「寛政年製」　「寛政」とは日本の元号の一つであり 1789 ～ 1801 年に当たる。（251、253）

F11：「文化年製」　「文化」とは日本の元号の一つであり 1804 ～ 1818 年に当たる。（271）

F12：「文化年製（篆書体）」　角枠内に篆書体で表された文化年製銘。酒井田柿右衛門家文書に

ある文化３（1806）年の御用注文帳には紀州様御用注文として砂物鉢の図が描かれているが、

この底裏に記す「文化年製之印」として F12 と全く同じ図が添えられている（有田町史編集委

員会 1985 p491）。この銘がある蓋物が御用注文品であったかは分からないが、写実的な百合

の文様で特徴的なデザインである。（326）

F13：「文化十三」　特定の年代（文化 13 年＝ 1816 年）を記した特殊な年号銘。（322）

F14：「文政年製」　「文政」とは日本の元号の一つであり 1818 ～ 1830 年に当たる。（324）

F15：「天保年製」　「天保」とは日本の元号の一つであり 1830 ～ 1844 年に当たる。皿の表に日

本地図や世界地図を書いたいわゆる地図皿の例が多く、「本朝天保年製」銘もみられる。（370）

G：その他

G ４：「丸に松」　円枠に松の篆書体が書かれた銘。かつては佐賀県小城市の松香渓（松ヶ谷）

焼を示すものと考えられてきたが、有田の樋口窯跡の出土陶片にこの銘があったことから、有

田製のものであることが分かっている。（028、052 他）

G ５：「五良大甫呉祥瑞造」　この銘は明末の日本向け中国磁器にみられ、これが書かれたもの

に類する中国磁器を「祥瑞」と呼称している。有田ではこれを 18 世紀後半になって写している。

有田では「五」が「王」に、「祥」が「樽」のようになっていることがある。（065、254 他）

G ６：「藤」　「藤」の字にみえるが、何を意味しているかは不明。明治には藤信介（伸介）の

ものとして「藤製」という銘があるようだが、関係は分からない。（111）

G ７：「恵泉館製」　恵泉館がどこの何を意味するものかは分からないが、中国磁器に多い堂斎

銘をまねたものだろう。樋口窯跡の出土陶片に例がある。（125）

G ８：「松甫」　「松」と「甫」を縦に書いた銘だが、その意味するところは分からない。樋口

窯跡の出土品に例がある。（166）

G ９：「五良太甫」　二重角枠内に２行で書かれたもの。G５からの変化銘。（192）

G10：「呉祥瑞造」　二重角枠内に２行で書かれたもの。G５からの変化銘。（257）

G11：「北京山製」　北京といえば中国の首都だが、中国磁器にこの銘はみられない。中国風を

意識して入れられたものか。319 とは別に館蔵品では柴澤コレクションに２例ある。

G12：「紫陽山」　江戸時代に窯業地のことを「皿山」や「山」と呼称したが、「紫陽山」が何を
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指したものかは分からない。（340）

３.銘の消長と器種

（１）各分類の特徴

　柴田夫妻コレクションにみられる銘のうち 18 世紀後半から近代では、前の年代から出現し

たものを含め 97 種類の銘を確認した。対象期間が長いこともあるが、これまでで最も種類が

多い。この 97 種類の変遷を表１にまとめる。

　概観すると、新しく E 類（生産地・生産者）が増え、A、B、C、F、G 類それぞれで種類が増

加している。中でも目立つのは、清朝磁器に由来する年号銘の出現や断絶して再び使用された

事例である。また、これまで突出してみられた B ６（渦福）が急速に減少し、B18（示 + 米）

や B24（示 +×）といった別形態の福字銘が現れる。

　A類からみていくと、安定して A３（大明成化年製）が多いほか、18 世紀前半に続いて使用

される A17（大明年製）や A30（成化年製）もまとまった数の使用がみられる。特に A30 は 18

世紀後半以降の方が使用例は多い。対して 18 世紀前半の主要な銘の一つであった A24（大明

萬暦年製）は激減し、断絶と再使用というこの時期に特徴的な動向をみせる。もう一つの特徴

である清朝系年号銘の出現では、年代的にも早い「雍正」銘が先に使用されるものの、その後

の「乾隆」由来の銘の方が、圧倒的に多い。乾隆帝による 60 年にも及ぶ治世の影響だろうが、

肥前磁器では同時代ではなく遅れて出現し、退位後の19世紀まで使用が続く。特にA37（乾）は、

19 世紀における代表的な銘の一つにもなる。

　B類では、前述のとおりこれまで最も使用例の多かった B６（渦福）が減少し、19 世紀には

みられなくなる。B ６から派生した B19 も 19 世紀にはない。18 世紀後半以降の B 類で最も多

いのは B８（冨貴長春）である。伊万里の陶器商人であった前川家の資料のうち、明和９（1772）

年の日付を持つ注文帖には、「冨貴長春之銘ハ無用」という注意書きがある。「冨貴長春」を「銘」

と認識していたことや、わざわざ書き入れるほど一般的に使用されていた銘であることがうか

がえる。ただし、B８も 19 世紀では減少傾向である。

　B 類で特徴的なものが、B ６以外の形態をした福字銘である。B １（福）は 19 世紀になって

再使用されたもの。B18（示 + 米）は「畐」の省略形で中国磁器に原形があるが、時代的には

17 世紀前半のものである。G５（五良大甫呉祥瑞造）などのように、古い時代の中国の磁器に

倣って書き入れた銘の事例だと考えられる。B24（示 +×）は 18 世紀末になって突然現れ、19

世紀における B類の代表銘となる。これらの銘を合わせると B８より使用例が多くなる。形態

は違えど、やはり福の字が B類における銘の主流であったのだろう。

　C 類に分類されるような変形字や合字が、17 世紀後半から 18 世紀前半までに比べて増え、
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表 1　柴田夫妻コレクションにみられる銘の消長（18 世紀後半から近代）

分類 1740 1800 1860 明治大正 銘 件数

A3 大明成化年製 42

A4 明 1

A6 大明嘉靖年製 1

A8 大明成化年造 1

A10 宣徳年製 2

A17 大明年製 16

A24 大明萬暦年製 3

A30 成化年製 23

A31 大清雍正年製 1

A32 隆 6

A33 宣徳年製 (二重角枠 ) 7

A34 大清乾隆年製 4

A35 清 5

A36 嘉製年製 1

A37 乾隆年製 3

A38 乾 21

A39 大清年製 1

A40 大明年造 1

A41 永楽年製 1

A42 大清乾隆 2

B1 福 (篆書 ) 5

B2 福 (草書 ) 1

B4 寿 1

B6 福 (渦 ) 19

B8 冨貴長春 38

B9 竒玉宝鼎之珍 5

B15 長命冨貴 1

B18 福 (米 ) 15

B19 福 (山渦 ) 9

B20 富 1

B21 大明冨貴長春 1

B22 羊友珍玩 1

B23 竹友珍玩 1

B24 福 (× ) 24

B25 永楽宝製 1

B26 長生未央（瓦当文様） 1

B27 元 1

B28 玩 6

C1 示 +朱 2

C60 不明字 46( 冨貴佳器ヵ ) 2

C62 不明字 48 1

C63 不明字 49 1

C64 不明字 50( 春一 ) 15

C65 不明字 51( 壽ヵ ) 10

C66 不明字 52 1

C67 青ヵ 11

C68 不明字 53 1

C69 不明字 54 1

C70 不明字 55( 梶ヵ ) 1

C71 不明字 56 1

C72 不明字 57 1

C73 梶ヵ 3

C74 不明字 58 1

C75 不明字 59 1

C76 不明字 60 1

C77 不明字 61( 福ヵ ) 1

C78 山に土ヵ 1

C79 禄ヵ 1

C80 吉ヵ 1

C81 不明字 62( 和 or 利ヵ ) 3

C82 不明字 63 1

C83 不明字 64 1

C84 不明字 65( 岩ヵ ) 3

C85 火 +木ヵ 1
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17 世紀前半頃のようである。実際、17 世紀の中で一旦使用されなくなった C １（示 + 朱）が

再使用されている。角枠を伴う印章形の銘が多い点や、１文字分の篆書体で表す銘が多い点が

特徴といえる。１件だけの例がほとんどだが、C64 や C65（壽ヵ）、C67（青ヵ）は 10 件以上あり、

C 類におけるこの時代の代表的な銘と言える。C81（和 or 利ヵ）や C85（火 + 木）は、柴田夫

妻コレクションにおける数量は少ないものの、19 世紀の作例に使用される銘として目につく。

　D 類は 18 世紀前半からみられるものだが、後半以降は種類も数量も減少する。その中でも

よくみられるものが虫のようなマークの D10 である。この銘には、清朝磁器に元となったと考

えられる銘がみられる（扇浦・大橋 2020a、2020b）。D11（宝）のようなマークが崩れて虫の

ようになったもので、清朝磁器では宝と虫風の銘が同時期に使われている。清朝磁器には他に

も草花や双魚などの銘もあるが同時期の肥前磁器にはないため、すべてを写しているわけでは

なく選択的に採用したものと考えられる。

　18 世紀後半から幕末近代における大きな特徴は、E類とした生産地・生産者を示した銘が現

れることである。柴田夫妻コレクションでは 1740 ～ 1770 年代の E１（筒江）が最も早い。現

佐賀県有田町に隣接する武雄市山内町にあった窯場で、有田皿山とは別に磁器を生産しており、

差別化もあって使用したのだろうか。筒江銘は産地を示す銘として早い事例だが、実は G４と

分類 1740 1800 1860 明治大正 銘 件数

D10 マーク (虫 ) 8

D11 マーク (宝 ) 2

D12 マーク (盤長 ) 2

D13 マーク (半菊 ) 1

D14 マーク (宝珠ヵ ) 1

E1 筒江 1

E2 今泉平兵衛 1

E3 〇〇原樋口造 1

E4 亀山製 1

E5 酒井田　柿 1

E6 福一造 1

E7 蔵春亭三保造 5

E8 大日本肥碟山信甫製 1

E9 菊（梶原菊三郎） 1

F2 延寶年製 4

F7 寛延年製 1

F8 宝永年製泉利 1

F9 天明年製 2

F10 寛政年製 2

F11 文化年製 3

F12 文化年製（篆書体） 1

F13 文化十三 1

F14 文政年製 2

F15 天保年製 1

G4 丸に松 5

G5 五良大甫呉祥瑞造 5

G6 藤 1

G7 恵泉館製 1

G8 松甫 1

G9 五良太甫 1

G10 呉祥瑞造 1

G11 北京山製 1

G12 紫陽山 1



― 44 ―

柴田夫妻コレクションにみる銘款集成４【宮木貴史】　33-57

(27)

した円枠に松の篆書体銘は、別に角枠の銘もあり、この角枠の松銘に関しては松香渓焼の可能

性が高い（德永 2023）。そうだとすれば、皿山が置かれたという享保 10（1725）年からの使

用は不明にしても、産地を示した銘として時期的にかなり早い事例となる。また、18 世紀以

降は有田周辺以外でも磁器を生産するようになるが、1714（正徳４）年に開窯したとされる筑

後の朝妻焼は「朝」銘を伴っており、これも産地を示した早い事例である。18 世紀末から 19

世紀には京都や瀬戸などの九州以外でも磁器窯が増え、産地を示す銘も各地で使用されていく。

対して有田では、E ２（今泉平兵衛）や E ５（酒井田　柿）など、窯元を示す例はあっても産

地を主張する銘はなかった。メーカーなどを表すブランド銘としては E５（蔵春亭三保造）に

始まり、「肥碟山信甫（造・製）」、「蘭マーク（＝香蘭社）」、「富士流水マーク（＝深川製磁）」

など 19 世紀後半には各窯元や商社で使用が増えていく。「肥碟山信甫」銘以降、「肥碟山平林」

や「肥碟山深江」など、有田皿山の別称として「肥碟山」をつけた銘が多数登場する（九陶 

2006、鈴田 2022）。奉納品などの特殊な事例を除いて、有田が産地を示すようになった初期の

事例と言える。

18 世紀後半以降の主要な銘として A３（大明成化年製）、A17（大明年製）、A30（成化年製）、

A37（乾）、B６（渦福）、B８（冨貴長春）、B18（示 +米）、B19（山に渦）、B24（示 +×）を挙げ、

1700 年代以降の量的変化をグラフ１にまとめた。上は数量差を示し、下は 100％積み上げ棒グ

ラフにしている。B ６の使用が 18 世紀末で終わり、反対に A37 が 19 世紀以降増加していくこ

とがよく分かる。A ３も 18 世紀末では減少傾向だが、19 世紀以降は増加に転じている。B 類

の中では B６が減少傾向となる 18 世紀後半に別形態の福字銘（B18、24）が登場するも、1800

年代前後をピークとして減少していく。19 世紀では A類が大半を占める。

（２）器種との関係

皿類、鉢類、碗類の３種類の器種と A ～ D 類の傾向をみていくが、全体の傾向を反映してい

る皿類と鉢類、碗類いずれも似たような割合を示している。全体として 18 世紀前半までと比

べると、B 類が数を減らした分 A 類の割合が増えた。皿類、碗類については大きな差ではない

ものの A 類が最も多い。鉢類では、18 世紀前半の主流銘の一つであり鉢類への使用も多かっ

た A24（大明萬暦年製）が激減した影響か、B 類の方が多い。他の器種と比べて C 類の割合が

低いことも影響しているだろう。

鉢類と碗類ではみられる C 類にも多少の違いがあり、鉢類では C64（春一）、C65（壽ヵ）が

多いのに対し、碗類ではこれらはなく、C67（青ヵ）が多い。B 類をみると鉢類には各種の福

字銘があるが、碗類には B24 が１例だけでほぼ B８が占めている。鉢類に B類が多いのは、福

字銘の種類が多く、かつ各種まとまった数があるからだろう。しかしそれも、福字銘が減少す
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る 19 世紀以降は、ほぼ A類が占めるようになる。

皿類の中で大皿では A３が多く、B類は福字銘以外なく D類のマーク銘はみられない。小皿、

手塩皿では逆にA３のような長い文字銘は少なく、D類が少量入る。特に小皿ではA30（成化年製）

が目立って多く、しかもいずれも輪花皿か変形皿である。そもそも変化のない丸小皿自体が少

ないとはいえ、特徴的な部分といえる。A30 全体をみると変化のない器形のものがないわけで

はないので、今後の事例の積み重ねが必要である。

また、19 世紀以降の特徴として高台内の中心を外して端に銘を書き入れることがある。全

てがそうなっていくわけではないが、皿類によくみられ、鉢や碗にはない。

グラフ１　1700 ～ 1860 年代における主要銘の量的変化

グラフ４　碗類における銘の分類グラフ３　鉢類における銘の分類グラフ２　皿類における銘の分類

1700 1710 1720 1730 1740 1750 1760 1770 1780 1790 1800 1810 1820 1830 1840 1850 1860

A3 A17 A30 A38 B6 B8 B18 B19 B24

1700 1710 1720 1730 1740 1750 1760 1770 1780 1790 1800 1810 1820 1830 1840 1850 1860

A3 A17 A30 A38 B6 B8 B18 B19 B24
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４.まとめ

　柴田夫妻コレクションを対象に 18 世紀後半から近代の銘の集成、分類を行った。対象範囲

の資料数として 1048 件の作品があり、このうち 397 件に 97 種類の銘が確認できた。大きな特

徴は、今まで銘の主流であった福字銘が減少し、19 世紀以降は年号銘の方が主流となってい

くこと。その中でも清朝磁器の年号銘が出現し、多くなっていくこと。古い時代の明朝磁器に

ある銘を含め、年代的に断絶期間があった後に再使用される銘があること。この再使用された

銘については抽出して表２にまとめた。

　表２のうち、下３例については古い明朝磁器にある銘を使用したものである。18 世紀後半

になって B18、G ５といった明朝磁器銘を使用し、その後、1780 年代以降に F ２に代表される

ような、A８や A10 などの 17 世紀の肥前磁器にみられる銘を再使用するものが出てくる。A６

のように 18 世紀前半に使用されていた銘が中葉頃に一時断絶し、18 世紀末に再使用されるも

のもある。このような銘について、国内に遺存していた古い製品を模した可能性が指摘されて

いる（村上 1999）。

　本稿までで、柴田夫妻コレクションにみる肥前磁器銘は全て紹介した。柴田夫妻コレクショ

ンに一連の中国磁器などの銘については、稿を改めて紹介したい。柴田夫妻コレクションの銘

を整理する中で、中国磁器の多大な影響を改めて感じた。清朝磁器は明朝磁器銘を模倣する場

合もあるため、特に明朝磁器銘の影響は大きい。明朝磁器、清朝磁器、肥前磁器のそれぞれの

関係を整理する必要がある。引き続き肥前磁器銘の集成と分類を行いながら、今後は中国磁器

銘の整理も進めたい。

引用・参考文献
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001 　 B ８ (3211) 

冨貴 /長春

002 　 B ６ (3212) 

福 ( 渦 )

003 　 B ９ (3213) 

竒玉宝 /鼎之珍

004 　 A ３ (3214) 

大明成 /化年製

005 　 B ６ (3215) 

福 ( 渦 )

006 　 B ８ (3216) 

冨貴 /長春

007 　 A 30 (3218) 

成化 /年製

008 　 B ８ (3219) 

冨貴 /長春

009 　 B ６ (4205) 

福 ( 渦 )

010 　 A ３ (3220) 

太明成 /化年製

011 　 A ３ (3221) 

太明成 /化年製

012 　 B ６ (3222) 

福 ( 渦 )

013 　 B ６ (3223) 

福 ( 渦 )

014 　 A 30 (3224) 

成化 /年製

015 　 B ８ (3225) 

冨貴長春 (十字 )

016 　 B ８ (3226) 

冨貴長春 (十字 )

017 　 B ８ (3229) 

冨貴 /長春

018 　 C 62 (3231) 

不明字 48

019 　 B ８ (3235) 

富貴 /長春

020 　 B ６ (3236) 

福 ( 渦 )

021 　 A ３ (3241) 

太明成 /化年製

022 　 A ３ (3242) 

太明成 /化年製

023 　 A ３ (3243) 

大明成 /化年製

024 　 B ６ (3244) 

福 ( 渦 )

025 　 B ６ (3245) 

福 ( 渦 )

026 　 B ６ (3246) 

福 ( 渦 )

027 　 C 60 (3247) 

不明字 46 ( 冨貴佳器ヵ )

028 　 G ４ (3248) 

丸に松

029A　 A 17 (3251) 

太明 /年製

029B　 A 30 (3251) 

成化 /年製

030 　 A 17 (3252) 

太明 /年製

031 　 B ８ (3253) 

冨貴 /長春

032 　 B ８ (3254) 

冨貴 /長春

033 　 B ８ (3255) 

冨貴 /長春

034 　 A 17 (3257) 

大明 /年製

035 　 E １ (3264) 

筒江

036 　 B ６ (3265) 

福 ( 渦 )

037 　 A 17 (3267) 

大明 /年製

038 　 B 18 (3273) 

福 ( 示 + 米 )

039 　 A 30 (3281) 

成化 /年製

040A　 A ３ (3286) 

大明成 /化年製

040B　 B ８ (3286) 

冨貴長春 (十字 )

柴田夫妻コレクション肥前陶磁器銘一覧④
1740 ～ 1780 年代

　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は『柴田夫妻コレクション総目録（増補改訂）』の目録番号
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041 　 F７ (3302) 

寛延年製

042 　 B ９ (3304) 

竒玉 /宝鼎 /之珍

043 　 B ９ (3305) 

竒玉宝 /鼎之珍

044 　 C 63 (3306) 

不明字 49

045 　 C 60 (3307) 

不明字 46 ( 冨貴佳器ヵ )

046 　 C 64 (3308) 

不明字 50 ( 春一 )

047 　 A ３ (3309) 

太明成 /化年製

048A　 B ６ (3310) 

福（渦）

048B　 B 19 (3310) 

福（山に渦）

049 　 A ３ (3311) 

大明成 /化年製

050 　 A ３ (3312) 

大明成 /化年製

051 　 A ３ (3314) 

太明成 /化年製

052 　 G ４ (3315) 

丸に松

053 　 C 64 (3317) 

不明字 50 ( 春一 )

054 　 D 10 (3318) 

マーク (虫 )

055 　 C 64 (4206) 

不明字 50 ( 春一 )

056 　 G ４ (3319) 

丸に松

057 　 A 30 (3320) 

成化 /年製

058 　 G ４ (3322) 

丸に松

059 　 B ８ (3327) 

冨貴 /長春

060 　 C 65 (3328) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

061 　 C 64 (3331) 

不明字 50 ( 春一 )

062 　 A 30 (3332) 

成化 /年製

063 　 G ４ (3334) 

丸に松

064 　 B ６ (3338) 

福 ( 渦 )

065 　 G ５ (3340) 

五良太甫 /呉祥瑞造

066A　 B 19 (3341) 

福 ( 山に渦 )

066B　 C 64 (3341) 

不明字 50 ( 春一 )

067 　 B ８ (3342) 

富貴 /長春

068 　 B ８ (3343) 

富貴 /長春

069 　 B 19 (3344) 

福 ( 山に渦 )

070 　 C 64 (3345) 

不明字 50 ( 春一 )

071 　 C 66 (3346) 

不明字 52

072 　 B 18 (3347) 

福 ( 示 + 米 )

073 　 B 18 (3348) 

福 ( 示 + 米 )

074 　 B 18 (3349) 

福 ( 示 + 米 )

075 　 B 18 (3350) 

福 ( 示 + 米 )

076 　 D 10 (3352) 

マーク (虫 )

077 　 D 10 (3355) 

マーク (虫 )

078 　 A ３ (3356) 

太明成 /化年製

079 　 A ３ (3357) 

太明成 /化年製

080 　 A ３ (3358) 

大明成 /化年製

1740 ～ 1780 年代
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081 　 A 31 (3359) 

大清 /雍正 /年製

082 　 D 10 (3363) 

マーク (虫 )

083 　 A 30 (3364) 

成化 /年製

084 　 B ８ (3367) 

冨貴長春 (十字 )

085 　 B 19 (3369) 

福 ( 山に渦 )

086 　 B 20 (3371) 

富

087 　 A 30 (3372) 

成化 /年製

088 　 A 30 (3373) 

成化 /年製

089 　 B 19 (3374) 

福 ( 山に渦 )

090 　 C 64 (3378) 

不明字 50 ( 春一 )

091 　 C 64 (3379) 

不明字 50 ( 春一 )

092 　 B ８ (3381) 

冨貴 /長春

093 　 B ６ (3382) 

福 ( 渦 )

094 　 B ４ (3383) 

寿

095 　 B ６ (3384) 

福 ( 渦 )

096 　 B 18 (3385) 

福 ( 示 + 米 )

097 　 F８ (3386) 

宝永年 /製泉利

098 　 B ６ (3387) 

福 ( 渦 )

099 　 A 10 (3388) 

宣徳 /年製

100 　 B ８ (3389) 

富貴 /長春

101A　 A 24 (3390) 

大明萬 /暦年製

101B　 B 21 (3390) 

大明冨 /貴長春

102 　 B ６ (3394) 

福 ( 渦 )

103 　 B ８ (3396) 

冨貴 /長春

104 　 B ８ (3400) 

冨貴 /長春

105 　 A 24 (3401) 

太明萬 /暦年製

106 　 B ８ (3402) 

冨貴長春 (十字 )

107 　 A 17 (3411) 

大明 /年製

108 　 A 17 (3412) 

太明 /年製

109 　 C 67 (3414) 

青ヵ

110 　 B 18 (3421) 

福 ( 示 + 米 )

111 　 G６ (3423) 

藤

112 　 C 64 (3424) 

不明字 50 ( 春一 )

113 　 B 19 (3430) 

福 ( 山に渦 )

114 　 D 10 (3432) 

マーク (虫 )

115 　 B ８ (3435) 

富貴 /長春

116 　 C 65 (3437) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

117 　 B 18 (3438) 

福 ( 示 + 米 )

118 　 B 19 (3439) 

福 ( 山に渦 )

119 　 D 10 (3465) 

マーク (虫 )

120 　 A ３ (3466) 

太明成 /化年製

121 　 B 18 (3467) 

福 ( 示 + 米 )

1750 ～ 1780 年代
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122 　 C 68 (3468) 

不明字 53

123 　 B ６ (3469) 

福 ( 渦 )

124 　 A ３ (3473) 

太明成 /化年製

125 　 G ７ (3475) 

恵泉 /館製

126 　 C 64 (3476) 

不明字 50 ( 春一 )

127 　 C 65 (3477) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

128 　 B 19 (3478) 

福 ( 山に渦 )

129 　 D 10 (3481) 

マーク (虫 )

130 　 C 64 (3483) 

不明字 50 ( 春一 )

131 　 B ８ (3486) 

富貴 /長春

132 　 B 22 (3487) 

羊友 /珍玩

133 　 B 23 (3488) 

竹友 /珍玩

134 　 A ３ (3491) 

太明成 /化年製

135 　 C 64 (3494) 

不明字 50( 春一 )

136 　 C 65 (3495) 

不明字 51( 壽ヵ )

137 　 B ８ (3496) 

冨貴 /長春

138 　 B 18 (3497) 

福 ( 示 + 米 )

139 　 D 10 (3498) 

マーク (虫 )

140 　 A 30 (3500) 

成化 /年製

141 　 B 18 (3501) 

福 ( 示 + 米 )

142 　 A 30 (3502) 

成化 /年製

143 　 A 17 (3503) 

太明 /年製

144 　 B 18 (3506) 

福 ( 示 + 米 )

145 　 C 64 (3507) 

不明字 50( 春一 )

146 　 C 67 (3525) 

青ヵ

147 　 A ３ (3530) 

大明成 /化年製

148 　 B ８ (3531) 

冨貴□長春 (十字 )

149 　 G ５ (3533) 

五良太甫 /呉祥瑞造

150 　 B 24 (3534) 

福 ( 示 + × )

151 　 C 65 (4211) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

152 　 C 65 (3536) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

153 　 A 32 (3537) 

隆

154 　 C 69 (3540) 

不明字 54

155 　― (3543) 

【不明】

156 　 A ３ (3546) 

太明成 /化年製

157 　 A 32 (3547) 

隆

158 　 B 24 (4212) 

福 ( 示 + × )

159 　 B 24 (3548) 

福 ( 示 + × )

160 　 C 64 (3551) 

不明字 50 ( 春一 )

161 　 B 24 (3554) 

福 ( 示 + × )

162 　 B 18 (3555) 

福 ( 示 + 米 )

163 　 B 24 (3556) 

福 ( 示 + × )

1760 ～ 1790 年代
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(19)

164 　 A 17 (3559) 

大明 /年製

165 　 C 65 (3560) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

166 　 G ８ (3562) 

松甫

167 　 B 19 (3563) 

福 ( 山に渦 )

168 　 A 33 (3564) 

宣徳 /年製

169 　 B ８ (3569) 

冨貴 /長春

170 　 B ８ (3571) 

冨貴 /長春

171 　 D 11 (3580) 

マーク (宝 )

172 　 A 32 (3584) 

隆

173 　 C 65 (3592) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

174 　 C 67 (3596) 

青ヵ

175 　 C 70 (3599) 

不明字 55 ( 梶ヵ )

176 　 C 71 (3600) 

不明字 56

177 　 C 64 (3603) 

不明字 50 ( 春一 )

178 　 B ８ (3604) 

冨貴 /長春

179 　 D 11 (3605) 

マーク (宝 )

180 　 A 30 (3611) 

成化 /年製

181 　 B ８ (3612) 

冨貴 /長春

182 　 B ８ (3613) 

富貴 /長春

183 　 F ９ (3627) 

天明 /年製

184 　 F ９ (3628) 

天明 /年製

185 　 B ８ (3629) 

富貴 /長春

186 　 A 30 (3630) 

成化 /年製

187 　 B ８ (3631) 

冨貴 /長春

188A　 B 15 (3632) 

長命□冨貴

188B　 B ８ (3632) 

冨貴 /長春

189 　 C 72 (3633) 

不明字 57

190 　 B ９ (3634) 

竒玉宝 /鼎之珍

191 　 B 24 (3636) 

福 ( 示 + × )

192 　 G ９ (3637) 

五良太甫

193 　 B 24 (3638) 

福 ( 示 + × )

194 　 A 33 (3639) 

宣徳 /年製

195 　 C 73 (3640) 

梶ヵ

196 　 B 24 (3644) 

福 ( 示 + × )

197 　 A ４ (3645) 

明

198 　 B ６ (3646) 

福 ( 渦 )

199 　 G ５ (3647) 

五良太甫 /呉祥瑞造

200 　 B 24 (3654) 

福 ( 示 + × )

201 　 C 67 (3657) 

青ヵ

202 　 B 24 (3659) 

福 ( 示 + × )

203 　 A 34 (3662) 

大清 /乾隆 /年製

204 　 A 17 (3663) 

太明 /年製

1770 ～ 1810 年代
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(18)

205 　 B 24 (3666) 

福 ( 示 + × )

206 　 C 74 (3668) 

不明字 58

207 　 A 17 (3671) 

太明 /年製

208 　 B 18 (4215) 

福 ( 示 + 米 )

209 　 C 67 (3683) 

青ヵ

210 　 A 33 (3685) 

宣徳 /年製

211 　 B 18 (3686) 

福 ( 示 + 米 )

212 　 B ８ (3687) 

冨貴 /長春

213 　 B 24 (3689) 

福 ( 示 + × )

214 　 A 33 (3690) 

宣徳 /年製

215 　 C 67 (3695) 

青ヵ

216 　 A 35 (3697) 

清

217 　 B ８ (3698) 

富貴 /長春

218 　 C 67 (4217) 

青ヵ

219 　 A 34 (3705) 

大清 /乾隆 /年製

220 　 F ２ (3706) 

延寶 /年製

221 　 C 75 (3713) 

不明字 59

222 　 A 17 (3714) 

太明 /年製

223 　 A ６ (3716) 

大明嘉 /靖年製

224 　 C 65 (3718) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

225 　 B ９ (3719) 

竒玉宝 /鼎之珍

226 　 A 36 (3730) 

嘉製 /年製

227 　 B 24 (3731) 

福 ( 示 + × )

228 　 A 30 (3734) 

成化 /年製

229 　 B ８ (3741) 

冨貴 /長春

230 　 B 24 (3748) 

福 ( 示 + × )

231 　 A 17 (3749) 

太明 /年製

232 　 A 10 (3753) 

宣徳 /年製

233 　 B ８ (3757) 

冨貴 /長春

234 　 B 25 (3759) 

永楽 /宝製

235 　 A 32 (3762) 

隆

236 　 C 76 (3763) 

不明字 60

237 　 A 33 (3789) 

宣徳 /年製

238 　 C 77 (3790) 

不明字 61

239 　 B 24 (3792) 

福 ( 示 + × )

240 　 F ２ (3793) 

延寶 /年製

241 　 A 33 (3794) 

宣徳 /年製

242 　 B 24 (3795) 

福 ( 示 + × )

243 　 B 24 (3796) 

福 ( 示 + × )

244 　 F２ (3797) 

延寶 /年製

245 　 F ２ (3798) 

延寶 /年製

246 　 B 24 (3800) 

福 ( 示 + × )

1780 ～ 1830 年代
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(17)

247 　 A 38 (3803) 

乾隆 /年製

248 　 A 35 (3812) 

清

249 　 C 78 (3816) 

山に土

250 　 A 17 (3817) 

太明 /年製

251 　 F 10 (3819) 

寛政年製

252 　 A 34 (3821) 

大清 /乾隆 /年製

253 　 F 10 (4219) 

寛政年製

254 　 G ５ (3822) 

五良太甫 /呉祥瑞造

255 　 A 38 (3823) 

乾

256 　 A 39 (3824) 

大清 /年製

257 　 G 10 (3830) 

呉祥瑞造

258 　 A 33 (3831) 

宣徳 /年製

259 　 C 73 (3833) 

梶ヵ

260 　 B 26 (3839) 

長生未央（瓦当文様）

261 　 A 30 (4222) 

成化 /年製

262 　 C 65 (3841) 

不明字 51 ( 壽ヵ )

263 　 B 24 (3846) 

福 ( 示 + × )

264 　 A ３ (3848) 

大明成 /化年製

265 　 A ３ (3849) 

大明成 /化年製

266 　 B 24 (3850) 

福 ( 示 + × )

267 　 G ５ (3851) 

五良太甫 /呉祥瑞造

268 　 B ８ (3852) 

冨貴 /長春

269 　 A ３ (3857) 

太明成 /化年製

270 　 A 17 (3862) 

太明 /年製

271 　 F 11 (4232) 

文化 /年製

272 　 A 38 (3866) 

乾

273 　 A 35 (3868) 

清

274 　 B 24 (3877) 

福 ( 示 + × )

275 　 B 24 (3878) 

福 ( 示 + × )

276 　 A 32 (3880) 

隆

277 　 A 38 (3882) 

乾

278 　 A ３ (3883) 

太明成 /化年製

279 　 A 38 (3886) 

乾

280 　 A ３ (3889) 

大明成 /化年製

281 　 A 40 (3890) 

太明年造

282 　 B 24 (3891) 

福 ( 示 + × )

283 　 A ３ (3896) 

太明成 /化年製

284 　 B 27 (3899) 

元

285 　 B 28 (3902) 

玩

286 　 B 28 (4224) 

玩

287 　 A 30 (3909) 

成化 /年製

288 　 A ３ (3910) 

太明成 /化年製

1780 ～ 1840 年代
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(16)

289 　 B １ (3911) 

福 ( 篆書 )

290 　 C 67 (3918) 

青ヵ

291 　 B 24 (3923) 

福 ( 示 + × )

292 　 A 17 (3925) 

太明 /年製

293 　 A 38 (3928) 

乾

294 　 A 38 (3933) 

乾

295 　 C １ (3935) 

示 + 朱

296 　 A 30 (3944) 

成化 /年製

297 　 A 30 (3948) 

成化 /年製

298 　 A ３ (3949) 

大明成 /化年製

299 　 A 30 (3955) 

成化 /年製

300 　 A 17 (3958) 

太明 /年製

301 　 A 32 (3961) 

隆

302A　 F 11 (3969) 

文化 /年製

302B　 E ３ (3969) 

今泉平兵衛

303 　 F 11 (3970) 

文化 /年製

304 　 A 38 (3974) 

乾

305 　 A 38 (3975) 

乾

306 　 A 38 (3980) 

乾

307 　 C 73 (4235) 

梶ヵ

308 　 C 79 (3989) 

禄ヵ

309 　 A 41 (3990) 

永楽年製

310 　 A 38 (3995) 

乾

311 　 A ３ (3998) 

太明成 /化年製

312 　 A ３ (4001) 

太明成 /化年製

313 　 A 38 (4004) 

乾

314 　 A 24 (4005) 

大明萬 /暦年製

315 　 B 28 (4006) 

玩

316 　 A 37 (4007) 

乾隆 /年製

317 　 B ２ (4014) 

福 ( 草書 )

318 　 A ３ (4238) 

太明成 /化年製

319 　 G 11 (4239) 

北京山製

320 　 A 35 (4022) 

清

321 　 A ３ (4025) 

太明成 /化年製

322 　 F 13 (4026) 

文化 /十三

323 　 F 14 (4027) 

文政 /年製

324 　 F 14 (4028) 

文政 /年製

325 　 F 11 (4233) 

文化 /年製

326 　 F 12 (4234) 

文化 /年製 ( 篆書体 )

327 　 C １ (4032) 

示 + 朱

328 　 C 80 (4033) 

吉ヵ

329 　 B ８ (4035) 

冨貴 /長春

1800 ～ 1850 年代
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330 　 A ８ (4250) 

大明成 /化年造

331 　 A 30 (4038) 

成化 /年製

332 　 B 28 (4039) 

玩

333 　 A 38 (4041) 

乾

334 　 C 85 (4253) 

火 + 木

335 　 A 38 (4042) 

乾

336 　 A 38 (4045) 

乾

337 　 A ３ (4247) 

大明成 /化年製

338 　 A 35 (4046) 

清

339 　 C 81 (4047) 

不明字 62(和 or利ヵ )

340 　 G 12 (4048) 

紫陽山

341 　 A ３ (4049) 

太明成 /化年製

342 　 A ３ (4050) 

太明成 /化年製

343 　 A 42 (4255) 

大清 /乾隆

344 　 A 35 (4256) 

清

345 　 A 38 (4259) 

乾

346 　 A ３ (4260) 

太明成 /化年製

347 　 E ３ (4051) 

〇〇原樋口造

348 　 A ３ (4052) 

太明成 /化年製

349 　 B １ (4053) 

福 ( 篆書 )

350 　 A 38 (4057) 

乾

351 　 A ３ (4257) 

大明成 /化年製

352 　 B 28 (4067) 

玩

353 　 A 30 (4242) 

成化 /年製

354 　 D 12 (4071) 

マーク (盤長 )

355 　 D 12 (4072) 

マーク (盤長 )

356 　 B １ (4073) 

福 ( 篆書 )

357 　 A 38 (4076) 

乾

358 　 A 38 (4077) 

乾

359 　 A 38 (4262) 

乾

360 　 A ３ (4083) 

太明成 /化年製

361 　 A 38 (4084) 

乾

362 　 B １ (4086) 

福 ( 篆書 )

363 　 E ３ (4087) 

亀山 /製

364 　 A 30 (4090) 

成化 /年製

365 　 C 67 (4092) 

青ヵ

366 　 A 37 (4098) 

乾隆 /年製

367 　 A 42 (4099) 

大清 /乾隆

368 　 A 30 (4266) 

成化 /年製

369 　 A ３ (4107) 

太明成 /化年製

370 　 F 15 (4114) 

天保 /年製

371 　 A 38 (4117) 

乾

1820 ～ 1860 年代



― 57 ―

佐賀県立九州陶磁文化館　研究紀要　第９号　（2024.3）

(14)

372 　 B 28 (4118) 

玩

373 　 E ５ (4124) 

【特殊】酒井田　柿

374A　 C 67 (4125) 

青ヵ

374B　 C 82 (4125) 

不明字 63

375 　 E ４ (4131) 

福一造

376 　 E ５ (4132) 

蔵春亭 /三保造

377 　 E ５ (4133) 

蔵春亭 /三保造

378 　 E ５ (4138) 

蔵春亭 /三保造

379 　 E ５ (4143) 

蔵春亭 /三保造

380 　 B １ (4146) 

福 ( 篆書 )

381 　 E ５ (4269) 

蔵春亭 /三保造

382 　 C 83 (4147) 

不明字 64

383 　 C 67 (4149) 

青ヵ

384 　 E ６ (4150) 

大日本 /肥碟山 /信甫製

385 　 E ７ (4271) 

菊（梶原菊三郎）

386 　 C 81 (4272) 

不明字62 (和or利ヵ)

387 　 A 34 (3842) 

大清乾隆年製

388 　 C 81 (4154) 

不明字62 (和or利ヵ)

389 　 A ３ (4156) 

太明成 /化年製

390 　 B ６ (4161) 

福 ( 渦 )

391 　 C 84 (4163) 

不明字 65

392 　 A ３ (4167) 

太明成 /化年製

393 　 D 13 (4168) 

マーク (半菊 )

394 　 D 14 (4169) 

マーク (宝珠ヵ )

395 　 C 84 (4172) 

不明字 65

396 　 C 84 (4173) 

不明字 65

397 　 A ３ (4278) 

太明成 /化年製

1830 年代～近代


